
世界自閉症啓発デ-の取り組みについて

団体名 　大牟田市自閉症児者親の会

内容 　自閉症を知るための　おはなし会　「自閉っ子からこんにちは」

日時場所 　２０１７年３月２９日（水）　　大牟田市社会福祉協議会　多目的ホール

プログラム

1、野田あすかさんのＣＤ「なつかしさ」鑑賞、紹介

2、自閉症あるあるコミュニケーション

　　（人形劇にもボランティア参加）

3、おうちの方のお話

　　（今年は、日記を長年続けてこられた方のお話）

4、野田あすかさんのＣＤ「手紙」鑑賞で終わりました。

 　 毎年、有明新報

に取材に来て頂い

ています。

　　　　　有明新報　2017年4月9日付

「自閉っ子からこんにちは」アンケート結果

１、お年はいくつですか？

小～中学生（1）　～２０歳（1）　２０代（2）　３０代（３）　４０代（６）　５０代（５）　６０代（３）　７０代（１）　８０代（１）

２、何で知りましたか？

広報（７）　新聞（0）　友人知人（9）　ポスターチラシ（3）　その他（5）←（face book、親の会）

3、良かったのはどれですか？（いくつでも）

①野田あすかさんのＣＤ（9）

②コミュニケーションあるある（12）

③おうちの方のお話（23）

④その他

4、自閉症の事を知る助けになりましたか？

①助けになった（21）　②助けにならなかった（0）　③分からない（2）

5、感想など質問がありましたらお願いします。

※分かりやすかった！手伝いたいです！

※文字の習得は可能性を広げる大きな一歩ですね。

※知り合いに自閉症の方がいて、何かお話を聞ければと思っていたので、とてもいい機会になりました。

　ありがとうございます。

※病名がついているだけで、個性を尊重して生活することは、人間だれしも変わらない事と、再確認しま



　した。貴重なお話、ありがとうございました。

※しゃべれなくても字を書いて読めるようになる、すごい発見です。みんながみんな、同じことを目指せる

　わけではないけれど、たくさんの可能性を秘めているという事は、間違いなさそうです。お母さんの愛を

　感じます。

※勉強になりました

※実体験のお話が、頑張ってこられたんだなと感じ、私も元気と頑張ろうと思いました。

※自閉症、発達障害、アスペルガーなど色々な言葉があるので、どう違うのかを知りたい。

※スケジュール管理はいいと思いました。

※おうちの方のかかわり方に、頭が下がります。自分の娘には何もしてやってないなと、反省しました。

　これからは少し生活を見直して頑張りたいと思いまいした。時々娘に「幸せですか？」と質問します。

　すると「幸せです」と答えてくれるので、嬉しい日々です。あるあるの話も分かりやすくてよかったです。

　あすかさんのピアノ、歌もよかったです。

※コミュニケーションをとる事は大事な事だと思った。

※一時間、内容の濃い時間でした。自閉症についての理解が少し深まりました。

　よって私ども夫婦は、少しでも理解できたと思います。もっとＴＶや本で伝えられたらいいですね。

※おうちの方の話、感動しました。豊かな人生とは。障害のある人にとって、考えた事がなかった。

　一日一日を生きるのに精いっぱいで・・・これから親子そろって、豊かな人生を求めて生活したいと思い

　ました。

※啓発活動の発展をお祈りします。

※おうちの方の話が、自閉症の子供を育てる参考になり、良かったとおもいます。

※「継続は力なり」　ご苦労しながらの成果に感動しました。ありがとうございました。

　ＬＩＧＨＴ　ＩＴ　ＵＰ　ＢＬＵＥ
日時場所 　２０１７年４月３日～８日　　大牟田市社会福祉協議会内


